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　クリスマスが近づくと、今年はどういうクリスマスを過ごそう
かと思いを巡らせます。誰と何処でクリスマスを過ごそうか、ど
んな服を着て、何を食べようかと今から楽しみにしている人も多
いのではないでしょうか。 
　クリスマスは、イエス・キリストの誕生に思いをよせる日です｡
イエス・キリストが誕生された場所は、家畜小屋であったと聖書
は記しています。そこは甘い花の香りどころか、家畜の糞尿の臭
いが立ちこめ、幼子を優しく照らし出す光もない闇の中でした。
命が誕生する時には何処にでもある人々の笑顔、優しさもそこに
はありません。人の泊まる場所が与えられず一組の夫婦にあてが
われた家畜小屋。豊かさとは正反対の場所、最も貧しい場所にイ
エス・キリストは誕生されたのです。なぜ人類を救う救い主が、
このような暗く貧しい場所に生まれたのか…。ここにクリスマス
の大切なメッセージが込められています。 
　私たちの心の中にもあの家畜小屋のような「貧しい場所」があ
ります。私たちは多くの人に囲まれながらも孤独を感じ、人に理
解してもらえない苦しみや、社会から取り残される不安をしばし
ば感じています。そのような誰にも言えない不安、悲しみ、苦し
みを私たちは自分の心の中に詰め込み、その場所を人に隠して、
また自分でもそのことを忘れようとして生きているのではないで
しょうか。 
　しかし、イエス・キリストは、そのような私たちの心の中にあ
る「貧しい場所」に来てくださいます。そこは誰にも見せたくな
い場所でありながら、私たちにとっては自分の「いのち」に関わ
る大切な場所。イエス・キリストはそこに希望の光を灯し、私た
ちの現実の中で共に生きてくださろうとしてくださるのです。そ
の場所で私たちに「いつもあなたと共にいる」｢あなたをいつも愛
している」と語りかけるために、イエス・キリストは敢えて「貧
しい場所」に誕生されたのではないでしょうか。私たちの心の中
にある「貧しい場所」が、神の愛と優しさによって、本当の豊か
さの生まれる場所へと変えられていく、そのようなクリスマスを
今年も過ごしたいと思います。 
　｢主は豊かであったのに、あなたがたのために貧しくなられた。
それは主の貧しさによって、あなたがたが豊かになるためだった
のです。｣（コリントの信徒への手紙二８章９節） 
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